
5妻 木山地区の分布調査報告

一妻木晩田道跡第8次分布調査一
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! =frE口 E拘 四十

OIS区 高瑞が,劇 刑へめする梶根である IL腹頂部

平担面の高科面では 幅 3m前 後の平担面が束西方向に

延びておう 道 跡と思われる こ の に方で晰4ヽ 5m程

度の平担部が認められた。殺枯 95mヽ よび75n付 近

は縦糾面となり尼根怖t広 くなる 棟 活00m以 下のJヒ

側斜面は急傾斜である。椴高γO m以下は虐根椰も狭い

01S区 口側の丘院平担面である。章 山ヽ3号蹟商束

側のこ陵n部 は広い平坦面をなす。こ陵頂部周辺はンタ

組物等の業技により 地 形の」3を 判断することは困雌

である 北 夷ll船面はスキの植‖地であり作業冊にln工

された階段状の地形が認められる

ま木Ⅲ2号嶺北豪側の丘暖頂部霞辺では2望のマウン

ドをm溜 した 北 3けの1理は直こ約7m 高 さ約 lm

南側の 1基は直径約5m 高 ご約50mの いずれも円猿

と思われる

OO I NttPj砲 の尾根である lN区 周辺め姿木山

15～ 18号項のほか 尾 根先端部には 前 方14円境と

みられる要木山,号憤fJある 両 者の間の尼根iて は古

墳2皇を確認した。

高西側斜面部では標高80m前 後において数力所の平

担部を花龍した こ のうちよも西側のものは約自ン10

mで ある Jと西方向へ延びる尾根上では迦村を示岐する

地形は碇詔で営なかつた。

01N区 南西担の谷を寺坂集落へのびる里道である。

明治32年 剤図の地口にも 長 口集落方rrへ抜ける道と

して衰されている 現 在の道の北側れ面2～ 4m上 方に

は遭と平行する半担面がのびてお,遭 跡と考えられる。

5 ま とめと霞臨

今回の踏査は 妻 木新山地区のこ陵演出蝦辺と底桐筋

を重点的に跡査した 綜某をまとめると攻のようになる

3区Jと側の尾根上には 捜 叡をカットし理弾空間を作

う出す槙重が連続的に榊襲されていることが考えられ

る 一 方 そ の他の旅生する尾根上ではjA4の存在を

示暖する地形は確認できなかった

lN区 西側のl■陵 2区 東砲のI破 頂部総辺 お よび

2区と3区の四の経斜面では テ ラス状の地形がに認

されるなど 抑 1時代から古憤F笥代のi討■頬が連続し

ている可能性がある。

こ陸演出̀ イ垣面には1区問辺を中心に古強が認められ

る 前 方後円墳とみられる2基を除くと い ずれも直

径5～ 0コ 程度の円IRの可能性が高い

今後 ま 木新H地 区の発桐調査によう解決すべ=課題

は多いが 3区 J畑 尾根の張理をは記する作業 妻 木新

山地区で最t uFrの電度が高いlS区 前叫部丘陵平垣而

の辞細 lN区 配Jの二陵 お よび2区衣側のこ駿縁辺

部周辺での層仁取の広がりの確認 さ らには 丘 陸上に

点在する古虫の内容確認が当面の課題と考えられる

(田野雅別 河 合暮行)

‐与末 Hビ巨方向から直じ受

六工薩と成国工蔭


